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国立大学法人宮崎大学中期目標

（前文）大学の基本的な目標

人類の英知の結晶としての学術・文化・技術に関する知的遺産の継承と発展、深奥な学理

の探求を目指す。また、変動する多様な時代並びに社会の要請に応え得る人材の育成を使命

とする。更に、地域社会の学術・文化の発展と住民の福利に貢献する。特に、人類の福祉と

繁栄に資する学際的な生命科学を創造するとともに、生命を育んできた地球環境の保全のた

めの科学を志向する。

Ⅰ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織

１ 中期目標の期間

２００４(平成１６)年４月１日～２０１０(平成２２)年３月３１日

２ 教育研究上の基本組織

この中期目標を達成するため、別表に記載する学部、研究科を置く。

Ⅱ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標

１ 教育に関する目標

市民社会の担い手として、高度で普遍的な教養に支えられ、豊かな人間性を持ち、専

門職業人として必要な知識・能力を有する人材を育成する。また、自然や社会等の現場

(フィールド)で実地に学び、実践力のある人材を育成する。

（１）教育の成果に関する目標

【学士課程】

１）学士課程の教育を共通教育と専門教育により編成する。共通教育は、次の成果を

目標とする。

① 高等教育を学ぶに必要な技能・能力を身につける。

② 高い倫理性と責任感を育み、幅広く深い教養と総合的な判断力を培い、豊かな人

間性を涵養する。

③ 共通教育において、宮崎大学の教育が目指す生命科学や環境保全の科学に親しむ

とともに、広く自然・社会に触れ、学ぶ態度を育成する。

２）専門教育は、次の成果を目標とする。

① 共通教育と有機的連携を保ち、学部等の専攻に係る専門の学芸を修得し、専門的

職業人としての基本的技能・態度を育成する。

② 社会の多様な要請に対応して、社会の発展に積極的に貢献できる課題解決能力を

養成する。

③ 専門教育において、宮崎大学の教育が目指す生命科学や環境保全の科学に親しむ

とともに、広く自然・社会に触れ実地に学ぶ態度を育成する。

３）卒業後の進路について、不断に改善を目指す。

４）教育の成果・効果を検証する。
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【大学院課程】

１）大学院教育は次の成果を目標とする。

① 高度の専門知識、研究能力及び教育能力を備えた人材を育成する。

２）大学院修了後の進路の拡大・改善を目指す。

３）教育の成果・効果を検証し、教育を改善する。

（２）教育内容等に関する目標

【学士課程】

１）教育目的・教育目標に即した適切な入学者を選抜する方法を実現する。

２）入学者の希望・適性に対応した進路選択を実現する。

３）教育理念等に応じた教育課程を編成する。

① 学士課程の教育を共通教育と専門教育により構成し、宮崎大学の教育に関する目

標を達成するための教育課程を編成する。

② 宮崎大学の教育が目指す生命科学や環境保全の科学に親しむとともに、広く自然

・社会に触れ、学ぶ態度を育成するための科目を適切に配置する。

４）授業形態、学習指導法等を改善する。

５）適切で厳格な成績評価等を実施する。

【大学院課程】

１）研究科の教育理念・目標に応じた入学者選抜を実施する。

２）教育理念等に応じた教育課程を編成する。

３）授業形態、研究指導法等を改善する。

４）適切な成績評価等を実施する。

（３）教育の実施体制等に関する目標

【学士課程】

１）適切な教職員の配置等を実現する。

２）教育に必要な設備、図書館、情報ネットワーク等の活用・整備を図る。

３）教育活動の評価及び評価結果を質の改善につなげる。

４）教材学習指導方法等に関する研究開発及びＦＤを推進する。

５）全国共同教育、学内共同教育等を推進する。

６）その他の教育実施体制等に関する目標

① 獣医学教育の充実を目指す。

② 教員養成教育の充実を目指す。

【大学院課程】

１）大学院研究科の再編・整備を推進する。

２）教育活動の評価及び評価結果を質の改善につなげる。

３）教材学習指導方法等に関する研究開発及びＦＤを推進する。

（４）学生への支援に関する目標

学生の多様なニーズを把握し、学生の視点に立ち、大学の教育及び学生支援の充実を

図る。学生が豊かなキャンパスライフを送り、かつ、夢のある将来設計が行えるような

環境を整備する。
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１）学生への修学指導・助言・支援等の組織的対応により、学習環境を整備する。

２）図書や情報関連機器等の整備・充実を図り、学習支援を充実する。

３）相談機能を充実し、経済的支援や就職支援等を推進する。

４）社会人・留学生の修学・生活に必要な支援組織や環境の整備拡充を図る。

２ 研究に関する目標

21世紀において地域や国際社会が抱える諸問題を解決するために、本学の幅広い英知

を結集して研究を推進する。大学を地域における研究拠点として、他の研究機関等との

連携も強化して研究成果を上げる。また、研究成果を情報発信することにより、地域社

会・国際社会の発展に寄与する。

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標

１）本学として特色ある研究重点領域を設定し、研究を推進する。

２）各学部における基礎・基盤研究を充実する。

３）地域の発展、活性化に寄与する。

４）地域及び社会の要請に応えるため、産学官連携による研究を推進する。

５）研究成果を地域や社会へ情報公開し、社会ヘ還元する。

６）研究の成果及び水準を検証し、研究方法を改善する。

（２）研究実施体制等の整備に関する目標

１）研究に関する企画・支援・評価・改善の充実に取組む。

２）研究を進展させるために研究者等を適切に配置する。

３）研究の効率的な実施を推進する。

４）研究活動を支援するため、適切な予算措置等を行う。

５）研究に必要な施設・設備等を有効に利用するなど研究環境の整備を推進する。

６）外部資金の導入とその対策、対応をする。

７）共同研究を推進する。

８）知的財産を創出、取得、管理し、これを活用する。

３ その他の目標

（１）社会との連携等に関する目標

教育・研究の知的資産を広く社会に発信し、地域の生活、文化、産業、医療等の発展

に積極的な役割を果たす。

１）大学の人的・物的資源の活用による社会との連携協力を推進する。

２）産・学・官・民間の連携強化を図る。

３）地域の大学等との連携・支援を推進する。

（２）国際交流等に関する目標

国内外の大学・研究機関との交流を促進し、教育研究の活性化と国際連携を図る。

１）国際共同研究を推進する。

２）開発途上国等への支援を推進する。

３）留学生の交流を促進する。
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（３）附属病院に関する目標

宮崎県における唯一の大学病院、特定機能病院として最先端の医療を提供するととも

に、地域の中核的医療機関として、地域医療福祉の発展の指導的役割を果たす。また、

医師・看護師養成機関として、人命尊重を第一義とし、医の倫理に徹した人格高潔な医

療人を養成する。

１）病院運営組織の改善を図る。

２）医療サービスの向上を図る

３）業務運営の効率化を図る。

４）良質な医療人を養成する。

５）先進的かつ安全・高品質の医療を提供する。

６）地域医療との連携及び地域医療への貢献を推進する。

（４）附属学校に関する目標

学部と一体となって、学校教育全般にわたる実証的研究を推進し、望ましい教育実習

の運営・指導にあたるとともに、国や県と連携し、教育的・研究的成果の向上を目指す。

１）教育に関する理論と実践の研究を推進する。

２）教員養成のための教育実習を充実する。

３）学校運営の改善を図る。

４）地域の教育の発展に寄与する。

５）附属学校のこども及び職員の安全と健康を確保する。

Ⅲ 業務運営の改善及び効率化に関する目標

本学の目標・計画を達成するために教職員の積極的協力が得られるよう、学長のリーダ

ーシップが発揮される必要がある。時代の要請に応えて教育研究機能の発展・向上が図れ

るよう、教育研究体制を学部の枠にとらわれないで整備・充実する。教育研究成果を踏ま

えて、人材・資金・施設等の有効な活用に努める。また、これらの施策が円滑に実施でき

るよう、教職員の適正配置や事務組織の改善に努める。

１ 運営体制の改善に関する目標

本学の目標・計画を達成するために、教育研究体制の改革・整備・充実に努め、人材

・資金・施設等の有効な活用に努める。

１）学長のリーダーシップを中心にした組織的・機動的・弾力的な大学運営を図る。

２）学部運営の効率化を図る。

３）国立大学間の連携・協力を図る。

２ 教育研究組織の見直しに関する目標

本学の目標・計画を達成するために、社会的状況も十分考慮して、教育研究組織の改

革・整備・充実に努める。

１）教育・研究の評価に基づき人的資源の配置、財政的資源の適正な活用を促進する。

３ 人事の適正化に関する目標
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本学の目標・計画を達成するために、広く人材を求め、教職員の適正な配置に努める

とともに、仕事の成果を適正に評価する。

１）目標・計画に沿った教育・研究推進のため、教員の流動性を向上させ、さらに教職

員の柔軟かつ適正な勤務体制を導入する。

２）評価に応じたインセンテｨブ付与の人事制度を推進する。

３）事務・技術職員の専門性等の向上を図る。

４）人事の機会均等及び良好な職場環境を確保する。

５）中長期的な観点に立った適切な人員（人件費）管理を行う。

６）｢行政改革の重要方針｣（平成１７年１２月２４日閣議決定）において示された総人

件費改革の実行計画を踏まえ、人件費削減に取り組む。

４ 事務等の効率化・合理化に関する目標

大学法人の運営を行うため、これまでの業務を大胆に整理統合し、教育研究の目標を

達成するために、大胆に人的資源の活用を図る。

１）事務組織・事務職員の弾力的な運用により、再編、合理化を進める。

２）事務処理の集中化・電算化等により効率化・合理化を推進する。

Ⅳ 財務内容の改善に関する目標

財務内容の改善により安定的な財政基盤を確立し、国立大学法人としての自主性及び自

律性の増進に寄与するとともに、教育、研究を始めとする様々な活動と活動の継続を支え

る。

１ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標

財源の多様化・充実を図り、安定的・自主的な財務の確立を目指す。

１）財源の多様化・充実を図り、安定的・自主的な財務を確立し、国立大学法人として

の自主性及び自律性の増進を図る。

２ 経費の抑制に関する目標

限られた経営資源をより経済的、効率的かつ効果的に活用することにより、無駄のな

い経営で経営資源を業務経費に集中させるとともに、その重点化を目指す。

１）経常費用の抑制・節減と重点化を図る。

３ 資産の運用管理の改善に関する目標

法令の許す範囲内でリスクに配慮しつつ、資産の適切で効率的な運用を目指す。

１）資産の効率的な運用を図る。

Ⅴ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標
教育・研究・地域連携等の諸活動を活性化し、自律的な管理運営を行うために、大学自

らが評価・改善に努め、大学や各部局等の教育研究の質的向上を図る。

１ 評価の充実に関する目標

自己点検評価及び外部評価を通して、中期目標に示す教育・研究・社会貢献・管理運
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営の改善、充実及び質的向上を目指し、社会にも説明責任を果たす。

１）自己点検評価及び外部評価の実施体制を整備する。

２）教育・研究・社会貢献・管理運営に関する自己点検評価及び外部評価を推進する。

３）自己点検・評価を基本とし、外部評価の結果をあわせて改善へつなげる。

４）社会への説明責任を果たす体制を整備する。

２ 情報公開等の推進に関する目標

大学における教育研究の目標・計画及び活動内容を広く社会に公開して説明責任を果

たすと同時に、大学自らの評価・改善に透明性を保つ。さらに、それらの大学情報の積

極的な公開を通して、社会貢献を図り、また、大学の持つ魅力を広報する。

１）大学、学部、附属施設及び管理運営に関する各種情報を社会へ積極的・効果的に広

報・公開する。

Ⅵ その他業務運営に関する重要目標

１ 施設設備の整備・活用等に関する目標

地域における教育研究拠点として、創造性豊かな人材の養成や地域・国際社会に貢献

する学術研究及び高度先端医療の提供など、より高度な教育研究活動の展開に資するキ

ャンパス環境を創出する。

１）高度化・多様化する教育・研究・医療に対応する施設の整備を図る。

２）施設設備の有効活用と共同利用を推進する。

３）優れた研究・教育環境の創造と保全を図る。

２ 安全管理に関する目標

教職員及び学生等の安全の確保と健康の保持増進を図るとともに、快適な教育研究環

境を形成する。

１）労働安全衛生法等を踏まえて教育研究・医療環境の安全衛生管理を図る。

２）教職員及び学生に対する日常の安全衛生管理と防災活動の強化を図り、災害に強い

キャンパスを目指す。

別表（学部・研究科）

学 教育文化学部

部 医学部

工学部

農学部

研 教育学研究科

究 医学系研究科

科 工学研究科

農学研究科

農学工学総合研究科

（山口大学大学院連合獣医学研究科参加校）


